
平成™�年�月˜š日 金曜日 (号外第˜š™号)官 報

（
中
長
期
計
画
）

第
三
十
五
条
の
五

国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
前
条
第
一
項
の
指
示
を
受
け
た
と
き
は
、
中
長
期
目
標
に
基
づ
き
、
主

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中
長
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
中
長

期
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

中
長
期
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

研
究
開
発
の
成
果
の
最
大
化
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

二

業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

三

予
算
（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。）、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

四

短
期
借
入
金
の
限
度
額

五

不
要
財
産
又
は
不
要
財
産
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
財
産
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
財
産
の
処
分
に
関
す
る

計
画

六

前
号
に
規
定
す
る
財
産
以
外
の
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
計
画

七

剰
余
金
の
使
途

八

そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
運
営
に
関
す
る
事
項

３

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
可
を
し
た
中
長
期
計
画
が
前
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の

適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
中
長
期
計
画
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
中
長
期
計
画
を
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
評
価
等
）

第
三
十
五
条
の
六

国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
の
終
了
後
、
当
該
事
業
年
度
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業

年
度
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
の
評
価
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
年
度
以
外
の
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績

二

中
長
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び

中
長
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
長
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績

三

中
長
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
中
長
期
目
標
の
期
間

に
お
け
る
業
務
の
実
績

２

国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
ほ
か
、
中
長
期
目
標
の
期
間
の
初
日
以
後
最
初
に
任
命
さ

れ
る
国
立
研
究
開
発
法
人
の
長
の
任
期
が
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場
合
又

は
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
成
立
の
時
に
お
い
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
国
立
研
究
開
発
法
人
の

長
の
任
期
が
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
国
立
研
究
開
発
法
人
の

長
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
最
初
の
国
立
研
究
開
発
法
人
の
長
」
と
い
う
。）の
任
期
（
補
欠
の
国
立
研
究
開
発
法

人
の
長
の
任
期
を
含
む
。）の
末
日
を
含
む
事
業
年
度
の
終
了
後
、
当
該
最
初
の
国
立
研
究
開
発
法
人
の
長
の
任
命
の

日
を
含
む
事
業
年
度
か
ら
当
該
末
日
を
含
む
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い

て
、
主
務
大
臣
の
評
価
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
第
一
項
の
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

各
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
、
同
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
事
項
及
び
当
該
事
項
に
つ
い

て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
第
二
項
の
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

同
項
に
規
定
す
る
末
日
を
含
む
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
、
同
項
に
規
定
す
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
業
務

の
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
又
は
第
二
項
の
評
価
は
、
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
定
め
る
事
項
又
は
第
二
項
に
規

定
す
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
総
合
的
な
評
定
を
付
し
て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

一
項
各
号
に
規
定
す
る
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
中
長

期
計
画
の
実
施
状
況
の
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
考
慮
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
評
価
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
研
究
開
発
の
事
務
及
び
事
業
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
研
究
開
発
に
関
す
る
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
国
立
研
究
開
発
法
人
に
対
し

て
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
中
長
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
長
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
関

す
る
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
委
員
会
に
対
し
て
も
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

８

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
主
務

大
臣
に
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
国
立
研
究

開
発
法
人
に
対
し
、
業
務
運
営
の
改
善
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
中
長
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
の
検
討
）

第
三
十
五
条
の
七

主
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
中
長
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る

中
長
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
中
長
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
ま

で
に
、
当
該
国
立
研
究
開
発
法
人
の
業
務
の
継
続
又
は
組
織
の
存
続
の
必
要
性
そ
の
他
そ
の
業
務
及
び
組
織
の
全
般

に
わ
た
る
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
業
務
の
廃
止
若
し
く
は
移
管
又
は
組
織
の
廃
止
そ
の
他
の
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
開
発
の
事
務
及
び
事
業
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
研
究
開
発
に
関
す
る
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
検
討
の
結
果
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
ず
る
措
置
の
内
容
を
委
員
会
に
通
知
す
る
と

と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
に

意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
の
主
要
な
事
務
及
び
事
業
の
改
廃
に
関
し
、
主
務
大

臣
に
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

委
員
会
は
、
前
項
の
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
当
該
勧
告
の
内
容
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

委
員
会
は
、
第
五
項
の
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
基
づ
い
て
講
じ
た
措
置
及
び
講

じ
よ
う
と
す
る
措
置
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
運
営
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
三
十
五
条
の
八

第
三
十
一
条
、
第
三
十
五
条
の
二
及
び
第
三
十
五
条
の
三
の
規
定
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
の

五
第
一
項
」
と
、「
中
期
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
の
中
長
期
計
画
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
、
前
条
第
一
項
の
認

可
を
受
け
た
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
同
項
の
」
と
、「
中
期
計
画
に
つ
い
て

前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
中
長
期
計
画
（
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
の
中
長
期
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
同
条
第
一
項
」
と
、
第
三
十
五
条
の
二
中
「
前
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条

の
七
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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